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方 法 ：対象患者は滋賀医科大学付属病院で心疾患と予測、診断された2004年 6 月 1 日から 
2013年 2 月 2 8日までのHFVで解析された72人で、虚血が検出された患者を除く、心不全患 
者を対象とした。CRTは適正な薬物治療下でも心不全重症度分類NYHA3-4度、LVEF35%以下、 
QRS延長を認める患者に行われる。主要解析はCRTを受けていない66人で行い、CRTを受け 
た 6 人についてはLVEF、PhSD/PhHBについてだけ、CRTを受けていない患者と比較した。負 
荷心筋SPECTで行い、負荷はトレッドミル運動負荷Bruce法、核種は99mTc-tet:rofosminを 
負荷後296MBq、安静時740MBqを用いた。HFVにより自動的に時間容積曲線とその微分曲線が 
計測され、収縮能であるLVEF、拡張能である拡張早期1/3充 満 率 (以 降 1/3FF)、最大充 
満 速 度 (以 降 PFR)、そ の 他 左 室 拡 張 末 期 容 積 (以 降LVEDV)、左室収縮末期容積(以降 
LVESV)が得られる。心エコーでは同期不全の指標として左室中隔と後壁の壁運動の不 
一 致 （以 降 SPWMD)と 左 室 急 速 流 入 血 流 速 度 /僧 帽 弁 輪 部 拡 張 早 期 最 大 速 度 （以降 






別 紙 様 式 3 の 2 (課程博士 • 論文博士共用）
(続紙）
結 論 ： QRS 幅、SPWMD、LVEDV/LVESV、E/E’、logBNP と PhSD/PhHB との間には正の相 





考 察 ：心不全の臨床指標としてPhSD/PhHBを調べるに当たり、心不全の慣習的指標で 
あ る LVEFとの比較で心不全指標となる種々との関係を調べ、LVEFでは相関を認めな 
かったものがPhSD/PhHBで相関を認められたことは臨床的意義が大きいと考える。QRS 
延長は左室収縮能低下の指標となり、PhSD/PhHBは正の相関を認め、左室収縮能の指 
標となる。ECTbや QG Sといったソフトウヱアによる位相解析ではPhSD/PhHBが心エコ 
一の組織ドップラーイメージによる左室同期不全と相関があり、CRTの反応性の予測 








拡張能を表す。運 動 負 荷 で LVEF低下が僅かであったのは虚血を除いたことにより、 
PhSD/PhHBが 増 加 を 示 し た の は 虚 血 と は ま た 異 な っ た 点 に よ る 。C R T に関しては 
PhSD/PhHBは増加を示したが、CR Tの反応性までの評価には至らなかった。本研究で 
は患者数が少なかったことで性差は言及できなかった。
結 論 ：PhSD/PhHBは LVEFよりも拡張能、運動耐容能の指標となる。そのことは心不全 
のマネージメントにおいて有用な情報となる。
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1) PhSD/PhHB と QRS 幅、SPWMD、LVEDV/LVESV、E/E’、logBNP との間に正の相関を認めた。
2) PhSD/PhHBと 1/3FF、PFR、運動耐用能との間には負の相関を認めた。
3) LVEFは運動負荷で4%の低下、PhSD/PhHBは 30%の増加を認めた。
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